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2021年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想値と実績値との差異

及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ

  2020年８月３日に公表いたしました2021年３月期（2020年４月１日～2021年３月31日）の第２四半期連結累計

期間の業績予想値と本日公表の2021年３月期第２四半期連結累計期間の実績値に差異が生じましたので、下記の

とおりお知らせいたします。また、通期の連結業績予想につきましても修正しましたので、お知らせいたします。

１．2021年３月期第２四半期連結累計期間の予想値と実績値の差異（2020年４月１日～2020年９月30日）

百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

 前回発表予想 （Ａ)
（2020年８月３日発表）

 実績値 （Ｂ)

 増減額 （Ｂ－Ａ)

 増減率 （％）

（ご参考）前期第２四半期実績
（2020年３月期第２四半期）

２．2021年３月期通期連結業績予想数値の修正（2020年４月１日～2021年３月31日）

百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

 前回発表予想 （Ａ)
（2020年８月３日発表）

 今回修正予想 （Ｂ)

 増減額 （Ｂ－Ａ)

 増減率 （％）

（ご参考）前期実績
（2020年３月期）

３．業績予想の差異及び修正の理由

　　当第２四半期連結累計期間につきましては、売上高は概ね予想通りの実績となりましたが、利益面は新築

　市場の採算の改善や販売費及び一般管理費の抑制などのコスト削減が寄与し、営業利益、経常利益、親会社

　株主に帰属する四半期純利益は、当初予想を上回りました。

　　以上の第２四半期連結累計期間の業績動向を踏まえ、通期の連結業績予想につきましても営業利益、経常

　利益、親会社株主に帰属する当期純利益におきまして当初予想を上回る見通しとなりましたので、上方修正

　いたします。

(注) 本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的
であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性
があります。

以 上

2020年11月４日

記

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に
帰属する

四半期純利益

１株当たり
四半期純利益

90,344 3,605 3,854 2,513 34.37 

91,000 2,800 3,000 1,900 25.98 

△ 0.7 28.8 28.5 32.3 － 

△ 655 805 854 613 － 

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に
帰属する
当期純利益

1株当たり
当期純利益

101,067 8,307 8,574 5,868 80.24 

188,000 6,800 7,300 4,700 64.26 

188,000 6,000 6,500 4,100 56.06 

－ 13.3 12.3 14.6 － 

－ 800 800 600 － 

201,521 12,631 13,109 8,647 118.24 


